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断続マルコフ変調ポアソン過程における共

分散構造について

NTT通信網総合研究所町原文明

断続マルコフ変調ポアソン過程に従う呼の生起特性を

調べる.本過程においては，オンタイム期間とオフタイ

ム期聞が交互に出現し，それぞれの長さが位相分布と一

般分布に従う.このとき，オフタイム期間には呼は生起

せず，オンタイム期間には位相状態に応じたポアソン率

で呼が生起する.呼の生起過程はマルコフ再生過程とな

り，生起間隔同志に相関が生じる.特に，オンタイム期

間長が超指数分布に従う場合，相隣り合う生起間隔は正

の相関をもち，それがアーラン分布に従う場合には負の

相関をもつことが示される.

区間型の制約をもっ 2 次計画問題に対する

逐次過緩和法

京都大学島図良和

奈良先端科学技術大学院大学 福島 雅夫

京都大学茨木俊秀

2 次計画問題に対する Hildreth のアルゴリズムは古

くから知られた方法であるが各反復で 1 つの制約条件に

含まれるデータだけを用いて計算を行なうので，大規模

で疎な問題に対しでもきわめて有効に適用できる.この

ことから，近年その効率化に関する研究が活発に行なわ

れているが，特に Hildreth のアルゴリズムが数学的に

は 2 次計画問題の双対問題に対して Gauss-Seidel ì去を

適用したものと見なせることに注目して，その収束を加

速するために逐次過緩和法 (SOR法)の考え方を導入

する試みがすで7こなされている.本論文ではさらに区間

型の制約条件をもっ問題に対してその特別な構造を利用

することにより. Hildreth の方法を直接的に適用した

場合に比べて半分の双対変数と反復回数で解を見いだす

ような SOR型のアルゴリズムを提案する.最適解への

大域的収束性と I 次収束性を証明するとともに，数値実

験によりその有効性を検証する.特に 2 次目的関数を

もっ輸送問題に対する並列計算機を用いた数値実験によ

り，提案したアルゴリズムがある種の構造を有する問題
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に対しては効率的な並列処理が可能であることを示す.

ウオッシュパーンの横距離曲線毛デルに対

応する逆n乗発見法則

防衛大学校飯図耕司

探索センサーの探知能力は，通常，距離対探知確率曲

線(発見法則という)で表わされる.発見法則がわかれ

ば横距離曲線，有効探索幅，任意の探索経路の探知ポテ

ンシヤノ~.先制探知確率等が計算される.実際的な探索

問題の分析では発見法則は扱いやすい関数で近似され，

定距離法則，不完全定距離法則，逆 3 乗法則等が用いら

れているが，一般的なモデルはまだ確立されていない.

一方. A. R. Washburn は彼の著書の中で横距離曲線

の一般的なモテツLを示したが，それに対応する発見法則

は不明であった.本報告では Washburn の横距離曲線

に対応する発見法則として，連続スキャン・センサーの

逆 n 乗発見法則モデルを提案した.このモデルは曲線の

尺度と形状の 2 つのパラメータをもち，逆 3 乗法則や定

距離法則を含む一般的なモデルであり，また横距離曲線

や有効探索幅が解析的な式で求められる.さらに本報告

では発見法則のパラメータ推定法を検討し，実際の実験

データ例に適用してよく適合する推定結果が得られるこ

とを示した.また 1 つの応用として目標物と探索者が互

いに探索しあう状況を考え，目標側が探索者を先制探知

した場合， 目標物の対応行動により探索者の能力が変化

することを考慮した一般化した横距離曲線と有効探索幅

の評価式を導出した.さらに上述の横距離曲線や有効探

索幅のパラメータの幅広い感度分析を示し，横距離曲線

の形状や今後の研究課題を論議している.

相対順位による選択の漸近理論(中費用の

場合)
東京大学名誉教授森口 繁一

「秘書の問題j …… n 個の対象の中から，後戻りの許

されない条件のもとで，相対l順位にもとづいて 1 個を選

ぶ問題で. n →∞の場合の漸近理論を考察する.ただし，

費用係数 h は有限の定数であると仮定する.本質的な

のは，われわれが第 1 段階と呼ぶ部分であり，そこでは

観測個数は o (Jn) の程度にとどまる.そして観測個

数の期待値も，もちろん o (Jn) である.選択される

対象の絶対順位の期待値もまた o (ゾ五)となる.最適

の規則を用いる場合，観測費用の期待値が絶対順位の期

待値と等しくなる点がおもしろい.
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